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2もりおか通信 2024・7

盛
岡
法
人
会

第
12
回
通
常
総
会
を
開
催

新
会
長
に
淺
沼
晃
氏
就
任

総
会
に
は
、
３
月
31
日

現
在
の
正
会
員
数
２
０
１

６
会
員
中
、
議
決
権
出
席

１
１
８
、
委
任
状
出
席
６

７
７
、
計
７
９
５
会
員
が

出
席
し
た
。

第
１
部
の
記
念
講
演
会

で
は
、
株
式
会
社
北
良
代

表
取
締
役
社
長
の
笠
井
健
氏
が
講
師
と
し
て
登
壇
。
同
社

が
取
り
組
む
社
会
貢
献
活
動
や
災
害
支
援
・
防
災
活
動
な

ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

第
２
部
の
通
常
総
会
の
冒
頭
に
は
、
田
口
幸
雄
前
会
長

の
体
調
不
良
に
よ
り
新
た
に
会
長
に
就
任
し
た
淺
沼
晃
会

長
が
挨
拶
。「
今
年
度
は
租
税
教
育
活
動
や
研
修
会
の
充

実
、
会
員
の
増
強
な
ど
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
、
会
員
各
位
に
さ
ら
な
る
理
解

と
協
力
を
訴
え
た
。

議
事
は
淺
沼
会
長
を
議
長
に
進
行
。
令
和
５
年
度
の
事

業
と
収
支
決
算
が
報
告
さ
れ
、原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
報
告
さ

れ
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
２
０
０
万
円
余
増
の

６
月
５
日
（
水
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
第
12
回
盛
岡

法
人
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

３
７
１
０
万
円
余
を
計
上
し
た
。

ま
た
第
２
号
議
案
と
し
て
、
理
事
の
辞
任
、
新
理
事
候

補
者
に
つ
い
て
の
報
告
・
提
案
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
提

案
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
は
淺
沼
会

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

通
常
総
会
終
了
後
の
会
員
交
流
会
に
は
、
記
念
講
演
会

で
講
師
を
務
め
た
笠
井
氏
も
出
席
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
会
員
同
士
が
交
流
を
深
め
た
。

■
辞
任
申
し
出
に
よ
る
新
理
事
の
選
任
※
敬
称
略

〈
辞
任
理
事
〉

代
表
理
事

田
口

幸
雄
（
㈱
岩
手
銀
行
）

理
　
　
事

中
川
原

繁
（
㈱
中
川
原
商
店
）

理
　
　
事

内
舘
　
　
茂
（
㈱
理
創
生
活
）

理
　
　
事

藤
原

誠
司
（
㈱
南
部
会
館
）

〈
新
任
理
事
〉

理
　
　
事

岩
山
　
　
徹
（
㈱
岩
手
銀
行
）

理
　
　
事

橋
本

雅
彦
（
新
安
比
温
泉
㈱
）

■
表
彰
※
敬
称
略

【
東
北
６
県
法
人
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

立
花

裕
（
Ｊ
Ｉ-

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
㈱
）

【
岩
手
県
法
人
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

篠
村

光
利
（
篠
村
建
設
㈱
）

水
本
　
　
孝
（
㈱
水
清
建
設
）

【
盛
岡
税
務
署
長
表
彰
】

石
塚

恭
路
（
㈱
北
日
本
銀
行
）

【
会
員
増
強
表
彰
】

淺
沼
　
　
晃
（
盛
岡
信
用
金
庫
）

石
塚

恭
路
（
㈱
北
日
本
銀
行
）

佐
藤

健
志
（
㈱
東
北
銀
行
）

田
口

幸
雄
（
㈱
岩
手
銀
行
）

【
経
営
者
大
型
保
障
制
度
推
進
表
彰
】

銅
賞

工
藤

隆
一
（
㈱
わ
し
の
尾
）

銅
賞

橋
本

雅
彦
（
新
安
比
温
泉
㈱
）

銅
賞

長
野

克
司
（
東
邦
ス
ワ
ン
㈱
）

銅
賞

熊
谷

松
亮
（
盛
岡
ガ
ス
㈱
）
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通
常
総
会

記
念
講
演

災
害
に
強
い
社
会
を
創
る

　
　〜
岩
手
の
企
業
が
取
り
組
む
社
会
課
題
の
解
決
〜

北
良
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

笠
井
　
　健
氏

障
害
を
持
つ
人
た
ち
に

　
　社
会
参
加
の
機
会
と
生
き
が
い
を

通
常
総
会
に
先
立
ち
、

北
良
株
式
会
社
社
長
の
笠

井
健
氏
に
よ
る
記
念
講
演

会
が
行
わ
れ
た
。

笠
井
氏
は
、
黒
沢
尻
北

高
、
筑
波
大
学
を
経
て
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に

就
職
。
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
勤
務
し
た
の
ち
、
２
０
０
３
年
に
Ｕ
タ
ー
ン

し
、
祖
父
が
創
業
し
た
北
良
株
式
会
社
に
入
社
し
た
。
同

社
の
主
業
は
各
種
ガ
ス
の
販
売
・
製
造
。
取
り
扱
う
の
は

家
庭
用
の
ガ
ス
だ
け
で
な
く
、
産
業
用
や
食
品
用
、
医
療

用
ガ
ス
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

医
療
分
野
へ
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
伴

い
東
日
本
大
震
災
時
に
医
療
機
関
や
在
宅
医
療
患
者
な
ど

を
支
援
し
た
経
験
か
ら
、「
災
害
に
強
い
社
会
を
創
る
」

を
テ
ー
マ
に
「
医
療
と
防
災
の
ヒ
ト
づ
く
り×

モ
ノ
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
。
企
業
と
し
て
、
ま
た
時
に

個
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
な

か
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
障
害
を
持
つ
人
や
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
人
た
ち
の
社
会
参
加
を
促
す
活
動
だ
。

こ
れ
ま
で
、
発
達
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
、
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
た
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
ア
ー
ト
作
品
制
作
、
視
線
入
力
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア「
Ｅｙ
ｅ
Ｍ
ｏ
Ｔ（
ア
イ
モ
ッ
ト
）」

を
活
用
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
笠
井
氏
。
ア
ー
ト
作
品
を
加
工
し
た
コ
ー
ス
タ
ー

が
一
関
市
と
平
泉
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
採
用

さ
れ
た
り
、
Ｅｙ
ｅ
Ｍ
ｏ
Ｔ
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

意
思
疎
通
や
ソ
フ
ト
の
操
作
が
可
能
に
な
っ
た
り
と
、
こ

れ
ま
で
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
障
害
者
や
医
療
ケ
ア
児
の

社
会
参
加
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
。

「
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
怖
い
の
は
『
孤

独
』。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、

彼
ら
の
社
会
参
加
の
道
筋
が
徐
々
に
見
え
て
く
る
し
、
い

ず
れ
は
就
業
も
か
な
う
か
も
し
れ
な
い
。
生
き
が
い
を
見

つ
け
て
あ
げ
た
い
」
と
笠
井
氏
は
話
す
。

企
業
の
力
で
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

笠
井
氏
、
そ
し
て
同
社
の
取
り
組
み
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

の
が
東
日
本
大
震
災
の
経
験
だ
。

発
災
直
後
か
ら
、
全
県
へ
の
医
療
用
ガ
ス
の
供
給
に
奮

闘
し
た
同
社
。
苦
労
し
た
の
が
、
医
療
機
器
を
使
っ
て
い

る
患
者
の
安
否
確
認
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
教
訓
を
生
か

し
、
２
０
１
４
年
に
災
害
対
策
シ
ス
テ
ム「
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｙ（
ア

ン
ピ
ィ
）」
を
開
発
。
各
機
器
の
通
電
状
況
や
停
電
か
ら

の
経
過
時
間
、
復
旧
状
況
、
移
動
の
履
歴
な
ど
を
把
握
で

き
る
機
能
を
持
ち
、
２
０
２
０
年
に
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
・
オ
ラ
ン
ダ
）
の
人
工
呼
吸
器
や
酸
素

濃
縮
装
置
に
も
採
用
さ
れ
た
。

併
せ
て
同
社
は
「
水
」
の
課
題
に
も
取
り
組
む
。
東
京

大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
と
も
に
、
使
用
し
た
水
を

そ
の
場
で
ろ
過
・
循
環
し
繰
り
返
し
使
え
る
手
洗
い
ス
タ

ン
ド
「
Ｗ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
」
を
開
発
。
こ
の
技
術
を
発
展
さ
せ
た

ポ
ー
タ
ブ
ル
シ
ャ
ワ
ー
は
、
昨
年
の
秋
田
の
水
害
や
、
年

初
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
も
活
用
さ
れ
た

と
い
う
。

２
０
２
０
年
に
は
、
社
会
課
題
解
決
の
た
め
に
貢
献
し

た
企
業
を
表
彰
す
る
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
大
賞
」
を
東

北
の
企
業
で
初
め
て
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
企
業
が
自
社
の
得
意
な
分
野
を
生
か
し
、
社
会
課
題

を
見
つ
け
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
解
決
し
て
い
く
。
１
社
だ

け
で
や
る
の
で
は
な
く
、
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
企
業
が
も
っ
と
世
の
中
の
役
に
立
て
る
こ
と
を
証

明
し
た
い
。
会
場
に
お
越
し
の
皆
さ
ん
に
も
力
を
借
り
、

岩
手
、
そ
し
て
日
本
中
の
社
会
課
題
の
解
決
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
」
と
笠
井
氏
は
力
強
く
語
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
社
内
で
の
改
善
活
動
や
自
治
体
と
協

同
し
て
の
防
災
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
て
く
れ
た
笠
井
氏
。
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た
濃
密
な

60
分
間
の
講
話
に
、
１
４
０
名
を
超
え
る
聴
衆
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
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Vol.1
あ
な
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以

下
、コ
ン
ビ
ニ
）で
よ
く
買
い
物
し
ま
す
か
？

今
で
は
全
国
に
５
万
５
６
５
７
店
舗
の
コ
ン

ビ
ニ
が
あ
り
ま
す
。
私
も
出
張
の
時
、
コ
ン

ビ
ニ
に
は
そ
の
地
域
の
地
方
新
聞
が
売
ら
れ

て
い
る
の
で
、
よ
く
お
店
を
の
ぞ
い
て
買
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
名
の
通
り
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
で
す
が
、

公
正
取
引
委
員
会（
以
下
、
公
取
）が
衝
撃
的

な
デ
ー
タ
を
発
表
し
ま
し
た
。
な
ん
と
大
手

コ
ン
ビ
ニ
１
店
舗
あ
た
り
、
年
間
４
６
８
万

円
の
食
品
を
捨
て
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

し
か
も
こ
の
値
は
平
均
値
で
は
な
く
、
中
央

値
。
も
っ
と
少
な
い
店
舗
も
あ
る
一
方
で
、

も
っ
と
捨
て
て
い
る
店
舗
も
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

私
は
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ニ
ュ
ー
ス
」
で
取

材
記
事
を
書
く
た
め
、
２
０
１
７
年
か
ら
コ

【
筆
者
紹
介
】
井
出
留
美
（
い
で
・
る
み
）
奈
良

女
子
大
学
食
物
学
科
卒
、
博
士
（
栄
養
学
╱
女
子

栄
養
大
学
大
学
院
）、
修
士
（
農
学
╱
東
京
大
学
大

学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
）。
ラ
イ
オ
ン
、
青
年

海
外
協
力
隊
、
日
本
ケ
ロ
ッ
グ
広
報
室
長
等
歴
任
。

東
日
本
大
震
災
食
料
支
援
で
の
廃
棄
に
衝
撃
を
受

け
、
㈱ｏｆｆｉｃｅ

３．１１
を
設
立
。
食
品
ロ
ス
削
減
推
進

法
成
立
に
協
力
し
た
。『
賞
味
期
限
の
ウ
ソ
』（
幻

冬
舎
新
書
）、『
捨
て
な
い
パ
ン
屋
の
挑
戦
』（
あ
か

ね
書
房
）
な
ど
著
書
多
数
。

ン
ビ
ニ
の
食
品
ロ
ス
の
取
材
を
し
て
き
ま
し

た
。
で
き
る
限
り
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
べ
く

努
力
し
て
い
る
加
盟
店
オ
ー
ナ
ー
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
反
面
、
１
店
舗
で
月
に
１
２
０
万
円

以
上
、
す
な
わ
ち
年
間
で
１
５
０
０
万
円
近

く
の
食
品
を
捨
て
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り

ま
し
た
。
で
す
か
ら
公
取
の
発
表
し
た
「
４

６
８
万
円
」
と
い
う
値
は
自
分
の
調
査
結
果

か
ら
も
納
得
い
く
数
字
で
し
た
。
一
方
、
国

税
庁
が
毎
年
発
表
し
て
い
る
、
民
間
組
織
に

勤
め
る
人
の
平
均
年
収
は
４
５
８
万
円
で

す
。
つ
ま
り
、
１
人
の
人
間
が
働
い
て
得
る

年
収
以
上
に
相
当
す
る
食
料
を
、
た
っ
た
１

店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
で
捨
て
て
い
る
の
で
す
。

こ
ん
な
に
捨
て
て
も
経
営
が
成
り
立
つ
背

景
に
は
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
特
有
の
コ
ン
ビ
ニ

会
計
が
あ
り
ま
す
。
捨
て
て
も
本
部
は
損
を

し
な
い
会
計
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
で
す
。
こ
こ

で
消
費
者
が
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
廃
棄
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
、
店
も
払
う

一
方
、
わ
れ
わ
れ
も
食
料
品
価
格
と
し
て
無

意
識
の
う
ち
に
払
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
企
業
は
廃
棄
コ
ス
ト
を
負
担
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
赤
字
に
な
っ
て
ま

で
経
営
し
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
誰

か
ら
お
金
を
も
ら
う
の
か
？

客
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
消
費
者
が
市
区
町
村
に
納
税
し

た
税
金
は
、
店
で
売
れ
残
っ
た
食
品
を
燃
や

し
て
処
分
す
る
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で

は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
売
れ
残
っ
た

食
品
は
、「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」
と
し
て
収

集
さ
れ
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
家
庭
ご
み

と
一
緒
に
焼
却
処
分
す
る
自
治
体
が
多
く
、

そ
の
処
理
に
は
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
東
京
都
世
田
谷
区
の
場
合
、
１
㎏

あ
た
り
63
円
で
す
。
食
品
ロ
ス
を
含
む
生
ご

み
は
、
重
量
の
80
％
以
上
が
「
水
」。
燃
え
に

く
い
も
の
を
燃
や
す
た
め
に
、
日
本
全
体
で

は
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
年
間
２
兆
１
４
４

９
億
円
も
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

税
金
は
家
計
と
同
じ
で
す
。
限
ら
れ
た
財

源
で
、
雇
用
や
福
祉
、
教
育
、
医
療
な
ど
の

費
用
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を

日
々
の
生
活
か
ら
な
く
し
た
ら
、
ど
れ
だ
け

の
費
用
が
他
の
有
用
な
こ
と
に
充
当
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
家
計
も
、
税
金
も
同
じ
な
の

で
す
。

〈味噌〉
味噌大さじ　4と1/2
砂糖大さじ　6～７
酒大さじ　３
みりん大さじ　１と1/2

身…大根のバターポン酢ステーキ
ふろふき大根（下茹でしてある物）が余っ
た場合のレシピです。

フライパンにバターをなじませたら、大
根に焼目が付くまで焼き、ポン酢で味を
整え完成。

身…大根の甘酢漬と醤油漬
〈甘酢〉
酢　50ml
砂糖　40g
塩　小さじ1/2
〈醤油〉
醤油　大さじ1と1/2
酢　大さじ1
砂糖　小さじ１
塩昆布　3g
かつお節　3g

大根の端材を塩もみして水が出た後、塩

気を抜き、水気を取った後、冷蔵庫で１～
２週間漬ける。

身…大根もち
大根おろしが余った場合のレシピです。

大根おろし400ｇ水気をきる（小ねぎが
あったら混ぜる）
片栗粉　20g、薄力粉　20g、
ほんだし　小さじ１
混ぜ合わせて餅の形にする。
フライパンにごま油大さじ1をひいて焼く。
味付けはお好みで。

年
収
よ
り
多
く
捨
て
る
⁉

１
店
舗
４
６
８
万
円
の
食
品
を
捨
て
る
大
手
コ
ン
ビ
ニ

食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

井
出

留
美
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できることから始めてみよう！
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女
性
部
会
（
池
野
環
部
会
長
）
は
、
５
月

16
日
に「
食
品
ロ
ス
削
減
研
修
会
」を
開
催
し
、

野
菜
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中
村
恭
子
氏
を
講

師
に
迎
え
て
「
野
菜
を
美
味
し
く
長
持
ち
さ

せ
る
た
め
の
保
存
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
無
駄
な
く

使
い
き
る
調
理
方
法
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
ま
日
本
は
多
く
の
食
料食品ロス削減研修会

事業報告会

食品ロス削減推進サポーター認定証の伝達

皮…切り干し大根
①剥いた皮を乾くまで天日で干す。
②�①を水でもみ洗いして汚れを落とし、
ひたひたの水で20分くらい戻す。
③�鍋に油を入れて②を炒め油がまわった
ら、醤油大さじ２、みりん大さじ２、
砂糖小さじ１、出汁300mlを加え沸騰

させ、　弱火にして煮汁が少なくなるま
で10分程煮て完成。

葉…ふりかけ
熱したフライパンにごま油大さじ１を入
れ刻んだ葉を入れて火が通るまで炒めた
ら、出汁を取ったかつお節、昆布（きざ

んで）を入れめんつゆ大さじ１、みりん
大さじ１を入れて加熱をして完成。

身…なめこ卸し煮
なめこ　適量
大根おろし　適量
出汁150ml、醤油大さじ１、酒大さじ１、
砂糖大さじ１で煮る。

身…ふろふき大根
①�剥いた大根を水から下茹でした後、水
でさらす。
②①を昆布出汁で30～60分煮る。

を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
一
方
で
、
た
く

さ
ん
の
食
品
ロ
ス
を
排
出
し
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
食
べ
物
を
無
駄
に
し
な
い
意
識

を
持
ち
、
で
き
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な
行
動

に
移
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

研
修
会
に
続
い
て
「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進

サ
ポ
ー
タ
ー
」
認
定
証
の
伝
達
が
行
わ
れ
、

令
和
４
・
５
年
度
に
認
定
を
受
け
た
25
名
の

サ
ポ
ー
タ
ー
の
う
ち
代
表
者
４
名
に
対
し
て
、

池
野
部
会
長
か
ら
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

同
日
開
催
さ
れ
た
事
業
報
告
会
は
、
新
井

場
盛
岡
税
務
署
長
様
ほ
か
来
賓
６
名
、
会
員

38
名
（
う
ち
委
任
状
出
席
21
名
）
の
出
席
の

も
と
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
令
和

５
年
度
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
女

性
部
会
で
は
引
き
続
き
「
税
金
出
前
教
室
」

と
「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
を
中
心
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
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女
性
部
会
活
動
報
告

今日からできる食品ロス削減術
～夏大根　一本レシピ～

余ってしまった大根を丸々使い切るレシピをご紹介します
【監修】料亭駒龍　料理長　岡村良一氏

今日からできる食品ロス削減術
～夏大根　一本レシピ～
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　令和 6 年 5 月 9 日ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイングで青年部会の第 12 回事業報告会が 40 名の参加
で開催され、令和 5 年度収支決算の決議および報告事項である令和 5 年度事業報告、令和 6 年度事業計画並び
に収支予算が承認されました。
　また、事業報告会の前には盛岡税務署 小的たか子副署長により「税務行政　出前授業」と題した記念講演
会が行われました。

事業報告会 卒業生への記念品贈呈

盛岡税務署　小的たか子副署長による記念講演会 事業報告会終了後の会員交流会

開催日：令和6年3月27日　　場　所：ホテルロイヤル盛岡　　参加者：17名

第1部
講　師：豊田　涼介　氏
　　　　（岩手県保健福祉部健康国保課）
演　題：「いわて健康経営認定事業所」について

第2部
講　師：新井場　敏勝　氏
　　　　（盛岡税務署　署長）
演　題：お酒のはなし

6もりおか通信 2024・7

第12回事業報告会

青年部会活動報告
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　令和 6 年 5 月 9 日ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイングで青年部会の第 12 回事業報告会が 40 名の参加
で開催され、令和 5 年度収支決算の決議および報告事項である令和 5 年度事業報告、令和 6 年度事業計画並び
に収支予算が承認されました。
　また、事業報告会の前には盛岡税務署 小的たか子副署長により「税務行政　出前授業」と題した記念講演
会が行われました。

事業報告会 卒業生への記念品贈呈

盛岡税務署　小的たか子副署長による記念講演会 事業報告会終了後の会員交流会

開催日：令和6年3月27日　　場　所：ホテルロイヤル盛岡　　参加者：17名

第1部
講　師：豊田　涼介　氏
　　　　（岩手県保健福祉部健康国保課）
演　題：「いわて健康経営認定事業所」について

第2部
講　師：新井場　敏勝　氏
　　　　（盛岡税務署　署長）
演　題：お酒のはなし
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公 益 事 業

支 部 事 業

消費税申告実務対応セミナー
開催日：令和 6年 3月 22 日
講　師：中島　祥貴　氏
　　　　（中島税理士・行政書士事務所所長）
参加者 16 名

基本こそ一生の宝物　ビジネスマナーの基本
開催日：令和 6年 4月 19 日
講　師：津田　典子　氏
　　　　（Fine　HR代表）
参加者 36 名

電子帳簿保存法改正のポイント
開催日：令和 6年 5月 21 日
講　師：池田　有美　氏
　　　　（行政書士事務所ＵＭＣサポート）
参加者 28 名

決算説明会
開催日：令和 6年 5月 17 日
講　師：大友　邦之　氏
　　　　（盛岡税務署　上席国税調査官）
参加者 10 名

自立型社員となるために‼　問題解決思考法
開催日：令和 6年 5月 29 日
講　師：大谷　更生　氏
　　　　（大谷更生総合研究所合同会社代表社員）
参加者 31 名

流通センター支部
「改正電子帳簿保存法」対応のポイント

開催日：令和 6年 3月 15 日
講　師：楢山　直孝　氏
　　（智創税理士法人盛岡事務所　代表社員税理士）
場　所：ラポール盛岡　参加者：37 名
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経理担当者向け 経理担当者から経営者まで

※会　場：いずれも岩手県法人会館
　　　（盛岡市盛岡駅西通 1－3－3）
※定　員：各講座先着 40 名
※受講料：無料
※�セミナー受講者用の駐車場はございませんので公共交
通機関または近隣の駐車場をご利用下さい。
※�また、館内には自動販売機がございませんので飲み物
が必要な方は事前にご準備の上ご来館下さい。

7月・8月・9月期決算の法人を中心としたセミナー　決算説明会
令和6年8月21日（水）　13：30~15：30

税務署職員が教えてくれる　初心者のため
の法人税確定申告書の見方・書き方講座
令和6年9月11日（水）　13：30~16：30
講師：盛岡税務署職員

セミナーのご案内

税務署からのお知らせ

経理業務のステップアップ
経理業務のよくある“疑問”

令和6年8月6日（火）　13：30~16：30
講師：林　忠史　氏
（㈱マスエージェント代表取締役）

講座内容
1. 売上計上時期
2. 仕入の計上時期
3. 領収書の取扱い
4. �日常業務で注意したい勘定科目とは
5. 経理（会計）における処理及び取扱い方法とは
6. 消費税の経理処理・インボイス制度対応
7. 原価計算の仕組み
8. 経理（会計）の更なるステップアップ業務を知る
9. 定額減税について

数字が苦手な人でもよくわかる‼
決算書の見方・読み方・活かし方
令和6年9月18日（水）　13：30~16：30

講師：吉成　俊勝　氏
（経営工房もんじゅの知恵　代表）

講座内容
1. 会社の数字ってそもそもなに？
2. 決算書で見える経営の実態
3. どこをどう見る、決算書
4. 会社の数字の賢い活かし方
5. 経営判断を間違えないために！

当日は、電卓と
筆記用具を

お持ちください
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